
備
一
髄
東
埼
玉
道
橋
梁
の
設
計
、
施
工
、
維
持
管
理

整
都
東
首
関
北

C
I
M
導
入
を
検
討

関
東
地
方
整
備
局
北
首
都

国
道
事
務
所
は
、
東
埼
玉
道

路
(
埼
玉
県
吉
川
市
i
春
日

部
市
)
の
橋
梁
の
設
計
、
施

工
、
維
持
管
理
に

C
I
M

(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
リ
ン
グ
)
を
導
入
す
る
。

9
月
中
旬
に
3
次
元
(
3
D
)

の
詳
細
設
計
モ
デ
ル
の
策
定

作
業
に
着
手
。
同
時
に
施
工

や
維
持
管
理
の
各
段
階
で
実

際
に
3
D
モ
デ
ル
を
有
効
活

用
す
る
た
め
の
検
討
に
入

る。
関
東
整
備
局
が
設
計
段
階

で
3
D
モ
デ
ル
の
活
用
を
前

提
に
し
た
維
持
管
理
の
検
討

を
行
う
の
は
今
回
が
初
め
て

の
ケ
!
ス
。
成
果
は
本
年
度

末
ま
で
に
ま
と
め
る
。

C
I
Mは
、
道
路
な
ど
土

木
構
造
物
の
設
計
を
3
D
で

行
い
、
作
成
し
た
モ
デ
ル
を

施
工
や
維
持
管
理
に
も
活
用

す
る
技
術
。
従
来
の
紙
媒
体

な
ど
を
使
っ
た
2
次
元
の
設

計
図
よ
り
、
視
覚
で
構
造
物

の
特
徴
な
ど
を
簡
単
に
認
識

で
き
る
利
点
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
、

3
D
モ

デ
ル
上
で
公
共
事
業
の
調
査

-
設
計
か
ら
工
事
、
維
持
管

理
ま
で
を
二
元
的
に
把
握
す

る
仕
組
み
の
確
立
を
目
指

し
、
全
国
の
地
方
整
備
局
で

C
I
M
の
試
行
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
る
。
関
東
整
備

局
も
こ
れ
ま
で
施
工
へ
の
活

用
を
見
据
え
た
試
行
は
実
施

し
て
き
た
。

本
年
度
の
試
行
で
は
、
施

工
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
維

持
管
理
に
活
用
す
る
上
で
必

要
と
な
る
検
討
も
3
D
モ
デ

ル
上
で
同
時
に
行
う
。
国
道

4
号
の
一
部
と
な
る
東
埼
玉

道
路
の
う
ち
大
落
古
利
根
川

側
道
橋
上
り
線
(
越
谷
市
増

森

i
松
伏
町
下
赤
岩
、
橋
長

1
3
2
・
7
M
)
の
詳
細
設

計
を
作
成
し
な
が
ら
検
討
を

進

め

る

。

下

り

線

は

従

来

通

園

|

済

信

業

り
の
手
法
で
設
計
し
、

3
D
一
征
経
売
経
陥
通
江

モ
デ
ル
上
で
検
討
し
た
結
果

E
F

音
田
白
書

男
一
議
日
読
産
中
建
建

と

比

較

す

る

。

自

主

-

-

h

伊

-
n
u
1
4
7
叩
日
⑫

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日
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